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事業活動の紹介

◆室戸海洋深層水株式会社の研究調査成果

研究調査テーマ名 室戸海洋深層水のにがりを使用した豆腐の機能性表示食品の開発

実 施 期 間 ２０２３年４月～１２月

企 業 名 室戸海洋深層水株式会社

研 究 調 査 概 要 

海洋深層水にがりを用いて製造した豆腐（以下、にがり豆腐）は、イソフラボンの含有量が増加す
ることが判っている。本研究では、この「にがり豆腐」の腸内環境改善効果を調査する。「にがり豆
腐」の摂取によるエクオール量の変化を診る実証試験を行い、腸内環境への影響を検証する。改
善効果が認められれば、その結果を論文にまとめ、機能性表示食品として届出を行う。

【実証試験の内容】
　腸内のエクオールの量は摂取した大豆イソフラボンの量に比例することが判っているが、本研究の目標は機能性表示食
品の届出であることから、実証試験については、
　・被験者は日常生活において「にがり豆腐」を摂取する
　・上記のもと、被験者の１日あたりのイソフラボン摂取上限目安値を超えないよう、豆腐のにがり含有量を調整すること
とし、次のように実施した。

　・対象人数：７９名
　・試験方法：対象を２群（にがり豆腐（とうふらぼん）摂取群・プラセボ（卵豆腐）摂取群）に分け、それぞれ，豆腐７０グ
ラムを１日１回、１箇月間摂取。

　・測定方法：試験前後、尿を採取、尿中のイソフラボンおよびエクオールの量を測定。
【実証試験の結果】
　測定結果は下表の通り。尚、試験対象の内、大豆イソフラボンからエクオールを生成すために必要な腸内細菌（エクオー
ル産生菌）を持っていたのは２２名（持っていなかったのは５７名）であった。

【試験結果の考察】
　にがり豆腐摂取群については、全体として大豆イソフラボン（ダイゼイン・ゲニステイン）量の増加が認められた（表上
部）。エクオールについては、にがり豆腐摂取群については、プラセボ摂取群よりも相対的に多かったものの、絶対的に
は、何れも試験後の減少がみられた（表下部）。これは、対象の内、エクオール産生菌を持っていた人数が２２名と少なく
（一般には日本人は５０％とされている）、よって、対象の一部の生活習慣等による腸内細菌の活性の低下が全体の結
果に影響したものと思われる。

【今後の予定】
　今回の実証試験では充分な測定結果が得られなかったが、これまでの試験結果（９９名分）と併せて評価の上、機能性
（腸内環境改善効果）を論文として提出できるか否か検討を行う。また、方法を見直した追加の実証試験の実施につい
ても検討する。


